









The purpose of this article is to discuss whether, as an auditory stimulus, irrelevant meaningful speech has 
the most distractive effect on individuals’ performance of various cognitive tasks. Three questions were 
considered: Irrelevant speech effect (ISE), the effect of irrelevant meaningful speech on everyday cognitive 
tasks, and its meta-cognition. The review of previous studies showed that the distractive effect of the irrelevant 
meaningful speech is not uniform. Rather, it depends on the combination of speech and cognitive tasks. 





学校や職場で注意を妨げる主要な要因と評価されている（Hyggs, S., 2003; Landström, Söderberg, 





は、背景言語音、たとえば他者の会話や電話での会話などである（Nemecek and Grandjean, 1973; 
Sundstrom, Town, Rice, & Osborn, 1994; Kjellberg, Landström, Tesarz, Söderberg, & Åkerlund, 1996; 













系列再生課題を用いた無関連言語音効果（ISE：irrelevant speech effect, Baddeley, 1992; irrelevant sound 
effect, Jones & Macken, 1993）についてである。これは、視覚提示された記銘項目リストの系列再生課
題を行う時に聴覚刺激を提示すると、「聴覚刺激を無視するように」と教示されていても、系列再生
成績が約 30 ～ 50％ほど低下するという現象である。初めて報告されたのは、Colle & Welsh（1976）
であり、その後も多くの研究で再現されている頑健な現象である。（Jones, Macken, & Murray 1993；
Ellermeier & Zimmer, 1997 など）。
多くの先行研究から、聴覚刺激と記銘項目の音韻的類似性や意味的類似性は、妨害効果の大きさ
に影響を及ぼさないこと、聴覚刺激の有意味性よりもむしろ音響的変化の大きさ（changing state）が






frame, Cowan, 1995;1999）、Baddeleyのワーキングメモリのモデル（Baddely, 2000; Baddeley & Hitch, 
1976）、Jonesの O-OERモデル（Jones, 1993; Jones & Macken, 1993）から発展した処理過程による干


















































































































Miyahara & Goshiki（2007）の実験 1では、記憶負荷を軽くするためにテキスト再認課題を用い


















は、テキスト再認課題のみであった。この結果は、前節で述べたMarsh & Jones（2010）の実験 3で
得られた語の流暢性課題が有意味な言語音によって妨害されたという結果、また有意味な言語音に
よりテキスト読解が妨げられたというMartinら（1988）の結果とは異なるものである。一方で、






うMarsh & Jones（2010）の結果を支持する研究（Martinら，1988；Enmarker, 2004 の一部）もあれ
















果はまだ少ない（Cavanaugh & Perlmutter, 1982）。様々な領域における参加者の自己評価と、他者の
評価や課題の遂行成績などといった客観的な評価との関係をメタ分析したMabe & West（1982）の
研究では、両者の相関は r＝ .29 と低い値を示しており、自己評価と客観的評価の関連の低さは、一
般的な結果だと解釈されている。
無関連な聴覚刺激提示による課題遂行への妨害効果とそのメタ認知との関わりを検討した研究
も、まだ少数であり、十分に解明されたとは言い難い（Ellermeier & Zimmer, 1997）。参加者にとって

































た。すると、相関係数は朗読課題では r＝－ .04 であり、朗読課題と校正課題の組み合わせでは r＝
－ .09 であった。同様にしてオフィスノイズ提示条件でも相関係数を算出したところ、朗読課題では





であり、朗読課題と校正課題の組み合わせでは r＝－ .11 であった。同様にしてオフィスノイズ提示
条件では朗読課題では r＝－ .07 であり、朗読課題と校正課題の組み合わせでは r＝－ .44 であった。
遂行成績との間にも弱いあるいは中程度の負の相関が得られ、遂行成績が低下した人ほど遂行成績
を低く予測していた傾向が示された。これは、Ng & Turnbull（1997）と一致する結果であった。










































されているといえる（Ng & Turnbull, 1997; 宮原，2002; Miyahara, 2011）。しかし、聴覚刺激が気になっ
た程度に関するメタ認知は、課題の遂行成績に関わらず言語音が一貫して高いという結果で一致し
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